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第４期(令和４年度)事業報告	  

1	 法人の概況	  

(1)	 設立年月日	 ： 令和元年１２月２４日	 (公益財団法人認定	 ：	 令和３年６月１日) 

(2)	 定款に定める目的	 :	

当法人は、少子高齢化が急速に進む日本において、女性特有の疾患や妊娠、出産、

新生児を中心に診療・研究する周産期・新生児医学、婦人科腫瘍学、生殖医学、

女性医学における独創的、先端的な研究に対する助成を通じて、女性と生まれてくる

子供たちの健康を支援することを目的とする。	

(3)	 定款に定める事業内容	 :	

定款に定める目的を達成するために次の事業を行う。                   

周産期・新生児医学、婦人科腫瘍学、生殖医学、女性医学等の研究に対する助成      

事業及びその他目的を達成するために必要な事業	

(４)	 行政庁 ： 内閣府	 	

(５)	 主たる事務所 ： 	 東京都世田谷区砧六丁目１５番２号	 	

(６)	 役員等に関する事項 

① 設立者：                       （令和４年１２月３１日現在。敬称略） 

氏   名 現 職 （元職名） 

今井 博文 富士製薬工業株式会社 代表取締役会長 

今井 道子 富士製薬工業株式会社 共同創業者 

新井 規子 富士製薬工業株式会社 創業家親族 

有限会社 FJP 富士製薬工業株式会社 創業家資産管理会社 
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② 理事・監事：              （令和４年１２月３１日現在。敬称略・五十音順） 

役  職 氏  名 現 職 （元職名） 

代表理事 今井 博文 富士製薬工業株式会社 代表取締役会長 

常務理事 百枝 幹雄 社会福祉法人恩賜財団母子愛育会 

総合母子保健センター 愛育病院 院長 

常務理事 小澤 実 有限会社 FJP 代表取締役社長 

理 事 大須賀 穣 東京大学大学院医学系研究科 産婦人科学講座 教授 

理 事 賀来 宗明 医療法人社団鳳凰会 フェニックスメディカルクリニック 院長 

理 事 髙松 潔 東京歯科大学 市川総合病院産婦人科 教授 

監 事 栗原 誠二 弁護士 TMI 総合法律事務所 パートナー 

監 事 松岡 章夫 税理士 松岡大江税理士法人 総括代表社員 

理事(任期: 令和	 ３年	 ３月２２日~令和５年定時評議員会終結の時まで)	        

監事(任期: 令和元年１２月２４日~令和５年定時評議員会終結の時まで)	 	

 

③ 評議員：                （令和４年１２月３１日現在。敬称略・五十音順） 

氏   名 現 職 （元職名） 

五十嵐 隆 国立研究開発法人国立成育医療研究センター 理事長 

今井 惠子 当財団代表理事親族 

今井 道子 富士製薬工業株式会社 共同創業者 

 生水 真紀夫 千葉大学真菌医学研究センター 進化生殖学寄附研究部門 特任教授 

武谷 雄二 医療法人社団レニア会 理事長 

德本 達郎 株式会社ジャクエツ 代表取締役社長 

(任期: 令和元年１２月２４日~令和５年定時評議員会終結の時まで) 
 

④ 選考委員：              （令和４年１２月３１日現在。敬称略・五十音順） 

氏   名 現 職 （元職名） 

川名 敬 日本大学医学部	 産婦人科学系	 産婦人科学分野	 主任教授	  
甲賀 かをり 東京大学大学院医学系研究科  

生殖・発達・加齢医学専攻産婦人科学講座 准教授 

小澤 雅之 元富士製薬工業株式会社 常務執行役員研究開発本部長・取締役 

関沢 明彦 昭和大学 医学部 産婦人科学講座 教授 （診療科長） 

百枝 幹雄 社会福祉法人恩賜財団母子愛育会 

総合母子保健センター 愛育病院 院長 

(任期: 令和４年７月１５日~令和６年７月１４日まで)	
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⑤ 事務局職員：                    （令和４年１２月３１日現在。敬称略） 

氏   名 職務内容 （備考） 

小澤 実 総務・財務・事業その他全般（事務局長、常務理事兼任） 

長谷川 信子 一般的事務全般 

 

 

 

 

 

2	 事業の状況	  

(1) 事業の実施状況	 	

令和４年１月１日より令和４年１２月３１日までの第４期(令和４年度)の事業として、

定款第３条に定める目的を達成するため、同第４条に定める以下の事業を実施した。	  

① 	 研究助成事業	

研究助成は、国内の研究機関にて対象研究に従事する満４１才未満の研究者を

対象とした。	 	

推薦は、総合大学では大学院研究科長、学部長、研究所長、単科大学では学

長、その他の医学研究機関では代表責任者及び当財団が指定した産科、婦人科

系教室の主任教授並びに当財団の理事、評議員に依頼した。（総計１８４名）	  
加えて、当財団のホームページに募集要項を掲載して募集を行った。	 	

応募者を当財団の選考委員会にて選考し、理事会において審議して交付者を決

定した	 (交付者は次頁に掲載のとおり)。	  

令和４年度の応募者は５１名、交付者は１０名で、採択率は１９.６%であっ	 た。 

尚、交付額は、１件あたり１５０万円。	
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令和４（２０２２）年度（第４期）助成事業 交付者 
 

      
            （敬称略・五十音順） 

氏  名 所属団体・組織 （上段）  及び  研究概要 （下段） 

伊藤 歩 
東邦大学医学部 産科婦人科学講座 

胎児心拍数モニタリングによる胎児酸血症の予測法の確立 

小野 岳人 
東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 分子情報伝達学分野 

閉経に伴う筋・骨・脂肪・神経の障害を単独で治療する薬物の開発 

春日 義史 
慶應義塾大学医学部 産婦人科 

妊娠糖尿病における母体血糖状態が次世代のエピゲノムに与える影響に関する検討 

永井 康一 
横浜市立大学医学部 産婦人科学教室 

拡散強調画像を用いた子宮筋腫縮小因子の探索とイメージングバイオマーカーの開発 

長岡 創 
奈良県立医科大学医学部 発生・再生医学講座 

In vitro 生殖細胞誘導系を駆使して解き明かす卵母細胞の発生機構 

濱田 律雄 
九州大学医学研究院 生殖病態生理学分野婦人科産科学教室 

体外培養卵子誘導系・ChIL-seq を用いたヒト原始卵胞の FOXO1A の機能解析 

平川 豊文 
福岡大学医学部 産科婦人科学教室 

受精卵分化不全患者を対象としたウルトラファインバブルによる新規培養液の開発 

福田 篤 

東海大学医学部 医学科基礎医学系分子生命科学（福田研究室） 

女性特異的発現 large non-cording RNA XIST依存性の疾患発症・薬剤応答性機構の

解明 ～女性特有の細胞レジリエンス破綻機構解明に挑む～ 

真壁 友子 
東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科 

免疫細胞の代謝制御に着目した子宮内膜症の病態解明   

武藤 真長 
滋賀医科大学 動物生命科学研究センター 依馬正次研究室 

妊娠高血圧症候群患者由来の栄養膜幹細胞の樹立と病態モデルの構築 
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(2)  重要な契約に関する事項 ： 該当なし 

 

(3) 役員会等に関する事項(理事会、評議員会、選考委員会)  

① 理事会 

第１回（令和４年２月１１日） 

理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

○ 事業報告書及び決算報告書承認の件 

決算に関する、下記の書類について承認すること 

一般財団法人今井精一記念財団（２０２１年１月１日〜２０２１年 ５月３１日） 

公益財団法人今井精一記念財団（２０２１年６月１日〜２０２１年１２月３１日） 

・事業報告書及び附属明細書 

・決算報告書 

○ 評議員会開催の件 

以下のとおり評議員会を開催すること 

日時：２０２２年３月１２日（土）１３時００分～１４時００分 

報告事項：１．事業報告書の報告の件 

承認事項：１．決算報告書承認の件    

○ 助成事業募集要項決定の件 

    ２０２２年４月１日より開始予定の今年度助成事業の募集要項を別紙の通り   

決定すること 

 

第２回（令和４年６月１１日） 

理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

○ 定款の一部改定の件 

国税当局より、定款第２５条（役員等の制限）について根拠法令を表記する 

ことが望ましいとの要請があり、別紙の通りの一部改定を承認すること 

○ 評議員会開催の件 

以下のとおり評議員会を開催すること 

日時：２０２２年６月１１日（土）１３時００分～１４時００分 

承認事項：１． 定款の一部改定の件 

 

第３回（令和４年７月１７日） 

理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 
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○ 選考委員選任の件	                                         

別紙に記載の５名を選考委員とすること                                     

第４回（令和４年１１月８日） 

第１号議案  

定款第４条の事業(助成事業)の対象となる者の最終決定の件 ： 可決 

報告事項 代表理事等の職務執行状況の報告等 ： 全員了承 

・ 今年度の助成事業に関わる募集開始から応募迄の状況について 

・ 過去３回の応募に関わる研究対象領域等の分析について 

・ 今後の助成事業の活性化等の検討について 

 

第５回（令和４年１２月９日） 

理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

○ 第５期事業計画及び収支予算書並びに資金調達及び設備投資の見込みの

承認の件 

資料１・資料２・資料３に記載の内容を承認すること 

 

 

② 評議員会 

第３回 評議員会(令和４年３月１２日)                         

評議員会の決議があったものとみなされた事項の内容 

報告事項                                          

一般財団法人今井精一記念財団（２０２１年１月１日〜２０２１年 ５月３１日）及び 

公益財団法人今井精一記念財団（２０２１年６月１日〜２０２１年１２月３１日）の 

事業報告書について報告すること 

承認事項                                              

（１）決算報告書承認の件 

一般財団法人今井精一記念財団（２０２１年１月１日〜２０２１年 ５月３１日）及び 

公益財団法人今井精一記念財団（２０２１年６月１日〜２０２１年１２月３１日）の 

決算報告書について承認すること 

第４回 評議員会(令和４年６月１１日)                         

評議員会の決議があったものとみなされた事項の内容 
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承認事項                                         

（１）定款の一部改定の件 

国税当局より、定款第２５条（役員等の制限）について根拠法令の条文を挿 

入することが望ましいとの要請があり、別紙の通りの一部改定を承認すること 

 

③ 選考委員会 

第１回選考委員会(令和４年１０月２３日) 

第１号議案                                         

２０２２年度助成事業交付対象者選考の件                                                                                                            

１０名の候補者を採択し、理事会への上申を可決   

 

(4) 寄附財産に関する事項 ： 助成事業の財源等として（敬称略）                    

① 今井道子より、富士製薬工業株式会社発行の普通株式４００,０００株                

（令和１月２４日）                                           

② 富士製薬工業株式会社より、金５,０００,０００円（令和４年８月２５日）         

(5) 行政庁提出書類 ：                                      

○ 令和５年度（第５期）に関わる下記書面(令和４年１２月２１日)             

1 事業計画書                                           

2 収支予算書                                              

3 資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類                         

4 1 から 3 までに掲げる書類について理事会(社員総会又は評議員会の承認を            

受けた場合にあっては、当該社員総会又は評議員会)の承認を受けたことを証  

する書類 

(6) 登記に関する事項 ：                                     

○ 該当なし 

(7) その他                                              

○ 公益財団法人に相応しい組織及び広報体制の整備	 	

 

3 法人の課題 ： 該当なし 


